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全体研究主題
 

自ら問う力を育む授業の創造 
～思考力・判断力・表現力等の育成を目指して（３年計画の３年目）～ 

研究主任 櫻井 順矢
 

 

１ 研究主題設定の理由 

 

◆いま教育に求められているもの ～現行の学習指導要領より～ 

 昨年度より全面実施となっている現行の学習指導要領では，これまでの生きる力を育むという理念を引き継

ぎ，子どもたちに知・徳・体のバランスのとれた力を身に付けさせることを目指している。生きる力における

「知」の部分（確かな学力）は，３つの要素でとらえることができる。すなわち，「基礎的・基本的な知識及び

技能の習得」，「それらを活用した，思考力・判断力・表現力等の育成」，「学習に取り組む意欲」である。これ

ら３つの要素は互いに関連し合うものであり，それぞれをバランスよく育むことを目指している。学習内容に

よっては，基礎的・基本的な知識及び技能を習得する過程で，思考力・判断力・表現力等の育成が図られるこ

ともあろう。また，基礎的・基本的な知識及び技能を習得する上でも，思考力・判断力・表現力等の育成を図

る上でも，そういった学習の場を支えているのは，生徒が学習に対する意欲をもち，主体的に学習していける

ような環境づくりである。研究を進めていくにあたり，これらを独立したものとしてとらえるのではなく，相

互に関連するものとしてとらえていかなければならない。 

 

◆本校の生徒の実態より 

 本校は，多くの生徒が学習に対して意欲的であり，ペーパーテストにおいても高い得点をあげる生徒が多い。

一方で，知識偏重のきらいがあり，Ｈｏｗ ｔｏに目が向きがちな生徒も多いこと，物事の本質をとらえようと，

主体的に粘り強く考え，学習に取り組むという姿がなかなか見られないことなどが課題とされてきた。例えば，

直面した課題の解決方法について，自分で探ろうとせずに安易に他人や書籍などに正解を求めたり，新しい知

識を得たときに，その真偽や発展性を探ろうとせずにそのまま鵜呑みにしてしまったりなど，自分で深く広く

考えることをせずに，知識だけを獲得して満足してしまう傾向が多くの生徒に見られる。このような生徒は，

学力の３要素のバランスという視点から言えば，基礎的・基本的な知識及び技能については効率よく習得する

ことができているものの，それらを活用して主体的に問題を解決していく際に必要とされる思考力・判断力・

表現力等の育成については課題があるといえる。 

 本研究で目指す生徒像とは，「知的に自立した生徒」である。「自立する」とは「他からの支配や助力を受け

ずに，存在すること」という意味をもつ。先にあげたような生徒の実態は，いわば「知的に自立していない」

状況であるといえる。本校の目指したい「知的に自立した生徒」とは，例えば，課題に直面したときに，試行

錯誤をしながら，粘り強く考え続け，何とかその課題を解決しようとする生徒である。また，１つの課題を解

決したり，新しい知識を得たりしたところで終わるのではなく，その根拠を探ろうとしたり，仮説を立てて新

たな知見を得ようとしたりするなど，知的好奇心をもってより深く広く学び続けることのできる生徒である。

このように，知識を得て終わるのではなく，そのことについて深く考え，視野を広げていくためには，生徒に

「考えること」ができる力をつけさせなくてはならない。 

 

◆「考えること」の教育と問う力を育む授業 

 生徒に「考えること」の教育をするというとき，「考え方」（方法論）を教えても考えることができるように

なるわけではないことは明らかである。生徒に考える場を授業の中で提供し，その経験を通してのみ，「考え

ること」の教育は実現しうるといえる。そもそも人はどのようなときに考え始めるのだろうか。杉山吉茂氏（１）

は，「人は，知識のズレや矛盾に気がついたときには，そのままでは放っておけないという心理的傾向を持っ

ている」ことを指摘し，「考えるとは，矛盾のない首尾一貫した法則性の支配する世界を心内に作りあげるこ

とへの努力をすることだといってよいであろう。」と述べている。つまり，子どもを知識のズレや矛盾に気づ

かせるような状況におくことができれば，その子どもはそれを解消しようと考え始めるというのである。 

 あることがらＡが，ある子どもの前で起こったとしよう。その子どもがもつ経験や常識の範疇でＡについて

十分に納得しうる場合，言い換えれば，Ａに対してその子どもが特別何かを感じることもなく，自然と受け入

れることができる場合，その子どもはＡについて考えるということはしないであろう。逆に，Ａについて知識

のズレや矛盾を感じたとき，その子どもは，例えば「なぜだろう？」「どうしてだろう？」という「問い」を

もち，その「問い」を解消するために考え始めるのである。 

 知識のズレや矛盾というと，科学的な側面からの意味合いが強い。そこでさまざまな教科教育の立場からも

とらえられるよう解釈を少し広げて考えてみる。知識のズレや矛盾を感じる場合とは，これまでの経験や常識

の範疇を超えていたり異質であったりする場合であるとみることができる。このようにとらえれば，あること
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がらに直面したときに「感動する」「驚く」といった場面も，一種の知識のズレや矛盾を感じる場面と考える

ことができるのではないだろうか。すなわち，音楽や美術において美しいメロディーを聴いたり，素晴らしい

絵画を観たりするような場面で「感動し」「驚く」というのは，これまでの経験や常識の範疇を超えているこ

とが一つの要因と考えられよう。 

 子どもに知識のズレや矛盾を感じさせ，子どもたちの内面に「問い」を生み出すような状況を作り出すため

には，子どもの実態を把握することが重要である。杉山氏は「子どもの考え方の傾向，子どものもっている常

識を知っていれば，それと矛盾するような事実を示すことによって考えさせることができる。」として，その

重要性を主張している。したがって，考えさせる授業をつくる上で最も重要なことは教材研究である。子ども

の考え方の傾向や常識を知るためには，既習事項の整理，過去の授業における生徒の反応の分析，学習内容に

関する事前調査などを十分にしなければならない。学習課題についても知識のズレや矛盾を提示するような工

夫が必要である。このような入念な教材研究の上に立って，はじめて授業の中で生徒に「問い」をもたせるこ

とができるのである。 

 授業の中で生徒に「問い」をもたせるというとき，教師から生徒に問うてみせることによって，教師自身が

「問い」をもつことの模範を見せることは重要である。初めのうちは，それを真似することが重要な学びにつ

ながることもあろう。しかし，真似をさせるだけで生徒が「問い」をもてるようになるとはいえない。教師は，

生徒が「問い」をもてるようなさまざまな手立てを考え，工夫し，授業の中に仕組んでいかなければならない。

これは，いわば授業において果たすべき教師の役割である。 

 

◆自ら
．．

問う力を育むこと 

 授業において，教師はさまざまな役割を果たして，生徒たちの学びを支援する。しかし，いずれは教師がつ

かなくても生徒が自分で課題を解決することができるように育ってもらいたいという願いがある。本研究にお

ける「問い」とは，その授業の課題（主発問）が設定されていることを前提として，その課題を何とか解決し

ようと試行錯誤する中で生まれる「問い」である。言い換えれば，考えるべき視点や方向性のもととなるもの

である。生徒自らこのような「問い」をもつことができれば，先に述べたように，生徒が自分で課題を解決す

ることができる力を身につけることにつながると考える。ここで，「問い」をもたせるといっているのは，た

だ何でも問えばよいという意味でいっているのではない。その教科（授業，課題）のねらいに即した，生徒に

もたせたい「問い」というものがあるはずである。生徒が直面している場面に応じた適切な「問い」を，生徒

が自らに問うことができる力をつけさせたい。 

 このような力は，１回の授業で身につくようなものではない。長い年月をかけて少しずつ自ら問うことがで

きるように，生徒を育てていくという教師側の粘り強い姿勢が必要である。教師は，授業の中にさまざまな工

夫を凝らし，生徒が場面に応じた適切な「問い」をもつことができるような手立てを用意しておく必要がある。

この過程を急ぎすぎると，「問い」をもつことがストラテジーのように生徒に与えられ，「考えること」の教育

とはかけ離れたものになりかねない。中学校３年間を見通す中で，自ら問う力を育むよい教材を適切に配置し，

じっくりと育てていきたいものである。最終的には，「問い」をもってほしい場面におかれたときに，生徒が

問わずにはいられない状態になるように育てたいものである。｢自ら問う力を育む｣といったとき，その達成の

度合いには大きな幅がある。中学生にどの程度まで期待できるかは未知数であるが，よりよい学びを目指して，

継続して研究を深めていかなくてはならないと考えている。 

 

２．研究の目的 

 本研究では，全教科で生徒に「問い」をもたせる授業を開発し，それを意図的・計画的に実践していくこと

によって，生徒が課題に対して自ら「問い」をもち，主体的に考え，判断し，表現することのできる力を育成

していくことを目的とする。 

 

３．研究仮説 

 われわれの研究でめざしていることは，生徒に思考力・判断力・表現力等を育むことである。学習指導要領

総則の「内容等の取扱いに関する共通的事項」において次のように述べられている。 

 すなわち，生徒に思考力・判断力・表現力等を育むための有効な手立てとして，「活用を図る学習活動の重

視」と「言語活動の充実」が掲げられている。本研究では，新たな手立てとして「生徒に問いをもたせる授業

づくり」を提案しており，以下のような研究仮説をおくものとする。 

 

 

各教科等の指導に当たっては，生徒の思考力，判断力，表現力等をはぐくむ観点から，基礎的・基本的な

知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに，言語に対する関心や理解を深め，言語に関する

能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え，生徒の言語活動を充実すること。 



－3－ 

 このことを模式図に表わすと以下のようになる。ただし，「問いをもたせる授業」と「活用を図る学習活動」，

「言語活動の充実」は相互に関連しあっていると考える。とくに，「言語活動」に関しては教育活動全体を通じ

て基盤になるものである。また，思考力・判断力・表現力等を育む手立てはこれら３つに限るという主張でも

ない。生活経験も含め，さまざまなことが関わり合って育んでいるものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．生徒に「問い」をもたせる授業 

 本研究では，生徒に「問い」をもたせる授業づくり・授業評価における視点として，以下の４つを授業研究

の枠組みとして掲げて研究を進めている。 

Ａ） 生徒につけさせたい力とそれらを育むために生徒にもたせたい「問い」 

Ｂ） 生徒に「問い」をもたせる教材のあり方 

Ｃ） 生徒に「問い」をもたせるための教師の役割 

Ｄ） 生徒の「問い」をどう見取るか 

Ａ）生徒につけさせたい力とそれらを育むために生徒にもたせたい「問い」について 

 この視点は，授業のねらいに相当する視点である。本研究では，各教科において，その教科を学ぶことの

“よさ（価値）”は何なのかという課題を常に念頭に置いて研究を進めている。そのことにもとづいて，一つ一

つの学習内容を丁寧に見ていき，そこでは生徒にどのような力をつけさせたいのかを明らかにする。そして，

その力をつけさせるために，授業の中で生徒にどのような「問い」をもたせて課題や活動に取り組ませればよ

いかを吟味していく。このように学習のねらいとそれに応じた「問い」の関係を整理していくことが重要であ

る。一つ一つの授業をつくる際に，この視点を大切にして実践を積み重ねていきたい。 

Ｂ）生徒に「問い」をもたせる教材のあり方について 

 この視点は，教材研究に関する視点である。本研究では，生徒たちの内面に「問い」を生み出すような教材

づくりが必要である。生徒の実態に合わせて教材を工夫して課題を提示し，生徒のもつ知識のズレや矛盾を感

じさせることで，生徒が問わずにはいられないような状況をつくりだすのである。生徒は自然と「問い」をも

ち，考え始めるであろう。どのような「問い」が必要かという議論は重要ではあるが，教材研究をおろそかに

すれば，生徒にもってほしい「問い」がストラテジーのように生徒に与えられ，表面的に考えることにとど

まってしまう。深い教材研究にもとづいた授業づくりが，生徒に「問い」をもたせることつながっていくと考

える。すなわち，本研究の根幹となる視点である。 

Ｃ）生徒に「問い」をもたせるための教師の役割について 

 この視点は，教師がいかに生徒の主体的な学習を支援できるかという視点である。生徒に「問い」をもたせ

るために，われわれ教師はどのようなところに工夫をするべきだろうか。授業において，生徒に「問い」をも

たせることを考えると，「よい発問」をするためにはどうすればよいか，という議論が思い浮かぶが，それだ

けでは十分ではない。生徒にもたせたい「問い」を教師が問うてみせることで，模範を示したり，課題となる

場面を生徒にきちんととらえさせるように教具等をうまく使ったり，一斉指導やペア･グループ学習を効果的

に取り入れ，生徒の状況を見ながら，他者との相互作用をうまく活用したり等，授業において教師がどのよう

な役割を果たすかという視点は，生徒に「問い」をもたせる上で，欠くことのできない重要な視点である。 

Ｄ）生徒の「問い」をどう見取るかについて 

 生徒が「問い」をもち，主体的に考えることができている実態をつかむことが本研究における成果の一つで

もある。しかし，多くの場合，それは生徒の頭の中で行われているものである。生徒の思考の様相を表出させ

るための工夫を授業の中に仕組むことは大切なことである。本研究では，とくに以下のような３つの状況にお

 「生徒に問いをもたせる授業」の実践により，生徒の思考力・判断力・表現力等を育むきっかけを生み

出すことができるであろう。また，「生徒に問いをもたせる授業」を全教科で意図的・計画的に仕組み，生

徒に自ら問う力を育むことによって，生徒は，自ら考え，判断し，表現することのできる，いわゆる「知

的に自立」した生徒へと成長していくであろう。 

思考力・判断力・表現力を育む

問いをもたせる授業

活用を図る学習活動 言語活動の充実 
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いて生徒の思考が促されると考え，授業の中にそのような場面を仕組むようにしている。 

 １．解決せずにいられない課題に直面させる場面 

 ２．自分の考えや他人の考えを表現させる場面 

 ３．他者との相互作用が生まれる場面 

 このような場面を授業の中に仕組み，そこでの生徒の活動に焦点を当てて，生徒が「問い」をもち，主体的

に考えている様子を見とるようにしていく。 

 

５．研究の経過 

 本研究は３年計画で進めてきた。生徒が自ら問う力を身につけるためには，問い方を教えるだけでは十分で
はないと考える。実際に，生徒を問わずにはいられない状況におき，生徒が「問い」をもち，何とかしようと
粘り強く考え続けることによって，その状況を解消するといった経験を数多く積ませることが大切である。そ
して，このような力を育むためには，長い年月が必要である。教科の特性やその単元，その授業の目的にもよ
るが，できる限り多くの授業において，生徒に「問い」をもたせるための手立てを考え，実践を積み重ねてい
く必要がある。３年間の研究は，次のように進めてきた。 
◆初年度の研究  ～ 生徒に「問い」をもたせる授業の枠組みの構築 ～ 

 生徒に「問い」をもたせるための手立てを明らかにするために，先に挙げた４つの視点を枠組みとして定め，
各教科で，その枠組みに基づいたモデル授業を公開研究会において提案した。公開研究会において提案授業に
ついて協議されたことを受けて，生徒に「問い」をもたせる授業の枠組みとしての妥当性について吟味するこ
とを目的とした。公開研究会で各教科の授業を提案するためには，教科間の本研究に対する共通理解を図る必
要があった。そのために，枠組みである４つの視点の中でも，とくにＢとＣに焦点を当てて授業づくりを行っ
た。 
 また，校内授業研究会を数学･理科･英語において行い，授業の形で提案することやその協議によって共通理
解を図ることを大切にした。本研究で目指している方向性は，数学や理科にとっては考えやすいものであると
言える。これまでの知識とのズレや矛盾を引き起こすことによって生徒に「問い」をもたせるというのは，本
校数学科の「作業を重視」した授業や理科の「素朴概念から立ち上げた授業」に方向性が近いといえる。全体
研究の方向性に合致している教科の授業を全職員で見る機会をもち，各教科の視点から研究協議会をもつこと
で，各教科における研究の方向性を定めていく上で大いに効果があった。一方で，英語科にとっては，これま
での教科研究の方向性に新たな視点を設ける必要があり，試行錯誤をしながら研究の方向性を定めてきた。最
終的には，英語科では「『気づき』を促す授業」ととらえ，これまで与えてきた会話文のモデルを，そのまま
提示するのではなく，生徒に考えさせる工夫を取り入れる形で授業を構成してきた。このような新たな試みに
挑戦している教科の授業を全職員でみる機会が得られたことは，同じように新たな視点を探りながら研究を進
めている教科にとって有意義な研究協議会となった。 
 初年度に行った３本の校内授業研究会は，全体研究の方向性を全職員で確認する上で非常に有意義な機会で
あった。他教科の立場からの議論を通して，お互いの教科の特徴が顕在化され，新しい視点で見直すことがで
きた。さらに，授業者の意図がどの程度授業に反映され，どのように見ている者に伝わるのかについて学び合
うよい機会となったと言える。 
◆２年度の研究  ～ 枠組みに基づいた数多くの授業提案と「具体事例集」の作成 ～ 

 初年度の研究を受けて，枠組みに基づいた授業を数多く開発し，実践を重ねていくことを目的とした。公開
研究会を中心として，校内授業研究会でもできる限り多くの授業実践を重ね，各教科で生徒に「問い」をもた
せる授業の具体事例を増やした。具体的には，事前研究会で１０本，公開研究会で１４本，校内授業研究会で１１
本，計３５本の授業を行った。初年度に行った授業（全２５本）を含め，５９本もの授業を実践できたことは大き
な成果であった。 
 このような実践を積み重ねていくことを大切にしていく研究であるので，本研究の枠組みに基づいてつくっ
た授業の特徴が簡潔にわかるような資料を作成することとした。そこで，１つの授業を１ページ（Ａ４）にま
とめて「具体事例集」という冊子を作成し，広く公開することができた。具体事例集の様式も検討を重ねて作
成した。多くの事例を整理しやすくするために，ヘッダー部分に教科名や単元名などの基本的な情報を記入す
る欄を設けた。本文では，上部に，授業のねらいとなる視点Ａについての記述欄を設けた。左側の欄には，授
業展開の様子がわかるようにし，右側の欄には，教材（視点Ｂ）や教師の役割（視点Ｃ）についての工夫が一
目でわかりやすく読み取れるように，記述した。生徒の見とり（視点Ｄ）については，教材や教師の役割にお
ける工夫とも深く関わるため，併せて記述することとした。 

※最終年の公開研究会において公開した授業の具体事例集を資料２として付けてある。 
◆最終年度の研究  ～ 生徒の見とりに焦点を当てた授業のあり方の追求 ～ 

 最終年度も引き続き実践を積み重ねていきながら，生徒の見とりに焦点を当てた授業実践，及び，３年間の
研究のまとめを目的として研究を進めた。生徒の思考の様相を探るために，東京大学附属中等教育学校の元副
校長である高橋均先生（数学科）をお招きし，実際に授業をしていただくとともに，本校職員を対象とした
ワークショップを開いていただき，「考えること」について体験を通して学ぶ機会を設けた。 
 また，夏季校内研究会においては，公開研究会の授業者である研究推進委員が，職員を対象に授業形式の
ワークショップを開き，授業の提案の概要をお互いに共有する場を設け，それらについて研究協議を行った。
われわれ教師自身が生徒の立場に立って，実際に授業を受ける経験をすることを通して，生徒の見とりに対す
るより具体的な議論が行われ，大変有意義な機会となった。 
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 公開研究会直前においては，本研究における「問い」について各教科の考えを出し合い，議論を尽くす中で，
さらなる共通理解を図ることに努めた。公開研究会での授業と全体研究との整合性を図る上で，有意義な議論
となった。 
 
 以上のように，本研究主題「自ら問う力を育む授業の創造～思考力･判断力･表現力等の育成を目指して～」
に迫るべく，全職員で共通理解を図りながら，一つ一つ成果や課題を確認しつつ研究を進めてきた３年間で
あった。 
 

６．これまでの研究の成果と課題 

◆授業研究を中心にすえた研究 

 本研究が目指す方向性を多くの人に理解してもらうためには，より具体的に授業の形で示し，本研究によっ

て授業がどう変わるのかを示す必要がある。教材がどう変わり，教師の役割がどうあるべきで，子どもの姿が

どう変わるのか，それを授業という形で示さなければならないと考えた。単に授業といっても，教科の特性に

よって，同一教科内においても単元の内容や指導時期によっても異なってくる。本研究の成果は各教科による

授業提案によって示していくことにこだわり，数多くの提案をしてきた。 

 本研究では，２つの方法で授業提案の形をとった。第１に，事前研究会と公開研究会において，公開授業と

して提案していくものである。ここで提案する授業は，本校職員と共同研究者（山梨大学），指導助言者，研

究協力員にご協力を頂きながら吟味・検討を通して提案する授業である。このような授業を，３年間の研究を

通して，事前研究会で３０本，公開研究会で３８本，計６８本の授業提案をしてきた。下記の表はその一覧である。 

教科 実施時期 授業者 学年 題材名（単元名） 

Ｈ２３事前研 平井 規夫 ３年 
「本の世界を広げよう（「高瀬舟」森鴎外） 

～批評を通して作品の読みを広げる～ 

望月  陵 １年 
「少年の日の思い出」を紹介するはがき新聞を送ろう 

～自分のものの見方や考え方を広げる～ 
Ｈ２３公開研 

冨髙 勇樹 ２年 
場面を映像化する演出を考えよう（「走れメロス」太宰治） 

～表現の仕方について自分の考えを深める～ 

Ｈ２４事前研 平井 規夫 １年 
文章に書かれている根拠の裏付けをしよう（江戸からのメッセージ ―今に生かしたい江戸の知恵―） 

～読みを深めるために必要な情報を集める～ 

望月  陵 ２年 
「君は『○○○』を知っているか」を書こう 

～表現の仕方について自分の考えをもつ～ 
Ｈ２４公開研 

冨髙 勇樹 ３年 
「情報の接し方について考えよう」 

～２つの文章を読み比べ、情報について自分の考えを深めよう～ 

Ｈ２５事前研 冨髙 勇樹 １年 
「若桐のつどいのおすすめスポットを紹介しよう」 

～情報を整理して，文章で伝えよう～ 

国語 

Ｈ２５公開研 平井 規夫 ２年 
「14歳の私の意見（「学校週６日制」について）」を書こう 

～自分の立場，伝えたい事実や事柄を明確にする～ 

Ｈ２３事前研 田邉 靖博 ２年 
モノカルチャー経済は，アフリカの社会にどのような影響を与えてい
るのか（地理的分野） 

Ｈ２３公開研 中田  敦 ３年 
地方の政治と自治「山梨県は，今後も市町村合併を進めていくべきか」
（公民的分野） 

Ｈ２４事前研 佐野  愛 ３年 日本の平和主義「日本国憲法第９条をめぐって」（公民的分野） 

田邉 靖博 １年 
「院政から武家政権の成立へ」 

－古代から中世への転換期をつかもう－（歴史的分野） 
Ｈ２４公開研 

奥田 陽介 ２年 山梨の産業について考えよう（地理的分野） 

Ｈ２５事前研 田邉 靖博 １年 「古代国家の形成」－古代とはどのような時代なのか－（歴史的分野）

社会 

Ｈ２５公開研 佐野  愛 ２年 
「東京の中心で牛が鳴く」 

－明治時代前半を大観しよう－（歴史的分野） 

Ｈ２３事前研 井上  透 １年 マッチ棒は何本必要か（文字と式） 

櫻井 順矢 ３年 どの高さから落とせばよいだろうか（関数ｙ＝ａｘ２） 

 
 
数学 
 
 

Ｈ２３公開研 
萩原 喜成 ２年 三角形の角の二等分線について考えよう（三角形と四角形） 
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教科 実施時期 授業者 学年 題材名（単元名） 

Ｈ２４事前研 櫻井 順矢 １年 平均身長が等しくなるようにチーム分けをしよう（正負の数） 

井上  透 ２年 標高何ｍの地点だろうか（１次関数の利用） 
Ｈ２４公開研 

萩原 喜成 ３年 条件にあった長方形を考えよう（２次方程式） 

Ｈ２５事前研 日向 昭子 １年 数の石垣（文字と式） 

櫻井 順矢 ２年 いつでも距離が等しくなるだろうか（平行と合同） 

 
 
 
 
数学 

Ｈ２５公開研 
井上  透 ３年 同じ高さに見える地点はどこだろうか（相似な図形） 

Ｈ２３事前研 宮澤 和孝 ２年 化学変化の前後の質量を調べよう（化学変化と原子・分子） 

Ｈ２３公開研 内藤波矢登 １年 吸盤がどのような仕組みで貼りつくか考えよう（力と圧力） 

Ｈ２４事前研 小﨑由加里 １年 
葉以外でもデンプンが存在するのだろうか 

（植物のからだのつくりとはたらき） 

宮澤 和孝 ３年 化学変化とイオン 
Ｈ２４公開研 

内藤波矢登 ２年 直列回路の各部にかかる電圧を調べよう（電流とその利用） 

Ｈ２５事前研 宮澤 和孝 ２年 電流とその利用 

理科 

Ｈ２５公開研 萩原  修 １年 音の性質 

Ｈ２３事前研 成田 幸代 ３年 動機を生かした旋律をつくる（創作，Ｂ鑑賞） 

Ｈ２３公開研 成田 幸代 ３年 ２部形式の曲をつくって演奏しよう 

Ｈ２４事前研 小林 美佳 １年 楽曲の仕組みを感じ取り，工夫して表現しよう（Ａ表現，Ｂ鑑賞） 

Ｈ２４公開研 小林 美佳 １年 歌詞の内容をもとにして、歌唱表現を工夫しよう（Ａ表現，Ｂ鑑賞）

Ｈ２５事前研 小林 美佳 ３年 作曲者の意図を感じ取り、曲にふさわしい歌唱表現を工夫しよう 

音楽 

Ｈ２５公開研 小林 美佳 ２年 歌いながらオブリガートを創作しよう 

Ｈ２３事前研 小俣 直喜 １年 「岡本太郎《森の掟》（川崎市岡本太郎美術館蔵）から」（Ｂ鑑賞） 

Ｈ２３公開研 小俣 直喜 １年 石井精一の《畳の記憶》から…（Ｂ鑑賞） 

Ｈ２４事前研 小俣 直喜 １年 人気者をつくろう！ ～キャラクターデザイン～（Ａ表現） 

Ｈ２４公開研 小俣 直喜 １年 やまなしのマスコットキャラクターをつくろう！（Ａ表現，Ｂ鑑賞） 

Ｈ２５事前研 小俣 直喜 ２年 「見て，感じて，語ろう・・・『洛中外図屏風』」 

美術 

Ｈ２５公開研 小俣 直喜 ２年 葛飾北斎「冨嶽三十六景」の鑑賞 

Ｈ２３事前研 飯塚 誠吾 ３年 水泳 

Ｈ２３公開研 秋山 知洋 ２年 体つくり運動 

Ｈ２４事前研 秋山 知洋 ３年 「球技」ゴール型（バスケットボール） 

Ｈ２４公開研 飯塚 誠吾 ２年 柔道 

Ｈ２５事前研 飯塚 誠吾 ３年 水泳 

保体 

Ｈ２５公開研 秋山 知洋 １年 マット運動 

Ｈ２３事前研 山主 公彦 ２年 プログラムによる計測・制御 
技術 

Ｈ２３公開研 山主 公彦 ２年 ロボットを制御しよう 
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教科 実施時期 授業者 学年 題材名（単元名） 

Ｈ２４事前研 山主 公彦 ３年 新しいエネルギー変換の技術 

Ｈ２４公開研 山主 公彦 ２年 新しい技術である有機ＥＬディスプレイを知ろう 

Ｈ２５事前研 山主 公彦 ２年 ハイブリッド自動車を評価しよう 
技術 

Ｈ２５公開研 山主 公彦 ２年 エネルギー変換からみるハイブリッド自動車の授業 

Ｈ２３事前研 河野美由紀 １年 和服の構成を知ろう（Ｃ衣生活・住生活と自立） 

Ｈ２３公開研 河野美由紀 １年 衣服の構成を知ろう（Ｃ衣生活・住生活と自立） 

Ｈ２４事前研 河野美由紀 ２年 乳幼児とふれあおう（Ａ幼児の生活と家族） 

Ｈ２４公開研 河野美由紀 ２年 子どもの成長について知ろう（Ａ幼児の生活と家族） 

Ｈ２５事前研 河野美由紀 ２年 幼児の発達を理解しよう 

家庭 

Ｈ２５公開研 河野美由紀 ２年 幼児の発達を理解しよう 

Ｈ２３事前研 持田 玲子 ２年 
Ｗｈａｔ ｄｏ ｙｏｕ ｗａｎｔ ｔｏ ｂｅ？ 
～職場体験の依頼を英語で言ってみよう～ 

Ｈ２３公開研 大矢 裕子 １年 Ｌｅｔ＇ｓ ｔａｌｋ ａｂｏｕｔ ｙｏｕｒ ｆａｖｏｒｉｔｅ ｐｅｒｓｏｎ！！ 

Ｈ２４事前研 持田 玲子 ３年 Ｌｅｔ＇ｓ ｉｎｔｒｏｄｕｃｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｃｕｌｔｕｒｅ． 

Ｈ２４公開研 大矢 裕子 ２年 
Ｌｅｔ＇ｓ ｉｎｔｒｏｄｕｃｅ ｏｕｒ ｔｏｗｎ！！ 

～私たちの住んでいる地域を紹介しよう～ 

Ｈ２５事前研 大矢 裕子 ３年 
Ｌｅｔ＇ｓ ｉｎｔｒｏｄｕｃｅ ｏｕｒ ｓｃｈｏｏｌ ｔｒｉｐ！！ 

～日本の古都を紹介しよう～ 

大柴 玲子 １年 私の１日 

英語 

Ｈ２５公開研 
髙杉 廣張 ２年 

Ｌｅｔ＇ｓ ｉｎｔｒｏｄｕｃｅ Ｙａｍａｎａｓｈｉ ｐｒｅｆｅｃｔｕｒｅ！ 
～山梨での過ごし方を提案しよう～ 

 

 第２に，それらの概要を１ページにして冊子にまとめた「具体事例集」という形での提案である。この「具

体事例集」は，日々の実践の中で本研究の視点を取り入れて授業をつくるとこのような授業になるという，い

わば本研究の主張を端的に示した事例を外部に発信していく手段である。「具体事例集」を作成したことに

よって，次の３点について効果的であったと考えられる。 

 ● 他教科の授業の概要を知る上で，わかりやすく効果的であったこと。 

 ● 「ポイント」や「ここで見とる」が明記されているので，見る側にとって効果的であったこと。 

 ● 「ポイント」や「ここで見とる」が明記されているので，授業者にとって効果的であったこと。 

１ページにまとめたため，授業の実際について不明な点が多いという短所はあるが，詳細を知りたい場合には，

指導案を見ればよいと考えれば，この「具体事例集」を作成した価値は大きかったものと考える。 

◆生徒に「問い」をもたせる授業の４つの視点について 

 本研究では，生徒に「問い」をもたせる授業の枠組みとして，４つの視点にもとづき授業実践を進めてきた。

これらの視点に基づいた授業づくりにおける成果や課題については，各教科でのまとめを参照して頂きたいが，

ここでは全体を概観してまとめておく。 

A) 生徒につけさせたい力とそれらを育むために生徒にもたせたい「問い」について 

 ● 生徒につけさせたい力を具体的に記述すること，また，そのためにどのような「問い」をもたせればよ

いかを考えることによって，一つ一つの授業において，何を教え，どのようなことを考えさせるのかが，

より具体的に考えやすくなった。 

 ● どのような目的で行われる授業であるかを考えるきっかけとなり，年間指導計画における位置づけを考

えやすくなった。 

B) 生徒に「問い」をもたせる教材のあり方について 

 ● 生徒が考えずにはいられない状況を作り出すための工夫を凝らす必要があるため，どのような教材を選

ぶのか，どのタイミングで生徒に提示するのか，どのような機器を利用するのかなど，多角的に教材研

究をすることにつながった。 

 ● より丁寧な教材研究をすることで，教師の教材に対する理解が深まった。 
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C) 生徒に「問い」をもたせるための教師の役割について 

 ● 他者との相互作用をいかすために，生徒同士の交流の仕方に工夫を凝らしたり，発表のさせ方や利用す

る機器に工夫を凝らしたりなど，果たすべき教師の役割の幅が拡がった。 

 ● 生徒の「問い」をひろいあげるために，つぶやきを大切にしたり，書くことを大切にしたり，作業する

様子を丁寧に観察したりなど，教師主導ではなく生徒の活動を中心においた授業のあり方を探究するこ

とができた。 

D) 生徒の「問い」をどう見取るかについて 

 ● 生徒の思考の変容を見とるために，１つの単元においてＯＰＰを利用したり，１時間の授業においても，

始めと終わりに考えを記述するように工夫したワークシートを利用したりなどして見とることができた。 

 ● 課題として，全員を見とることの困難さ，生徒の「問い」を顕在化させることの困難さ，音声･映像な

どの記録を処理する困難さなどが挙げられる。 

 以上のことから，Ｄの視点について課題が残る形となったが，Ａに基づいたＢ，Ｃの工夫により，生徒が活

動する場面が多くなったことも事実である。その結果，ワークシートや発言（つぶやき），作品などから見と

る機会は増えていたといえる。Ｄの見とりについての課題を解決していくためには，それのみに焦点を当てる

のではなく，４つの視点についてバランスよく研究を深めていくことが重要である。 

◆研究主題「自ら問う力を育む授業の創造～思考力･判断力･表現力等の育成を目指して～」について 

 ３年間の研究を通して，「生徒に『問い』をもたせる授業」づくりを共通の枠組みをもとに，全教科で行っ

てきた。事前研究会や公開研究会で６８本，校内授業研究会を含めれば８２本の授業実践･研究協議を重ねてきた。

それらの授業では各教科の特性に合わせ，いかに生徒に『問い』をもたせるかを考えて工夫を凝らしてきた。

１つ１つの授業についていえば，生徒が考えずにはいられないほど授業に夢中になり，主体的に考え，判断し，

表現している姿がみられていることは確かであり，本研究の成果であるといえる。 

 また，このような授業が授業研究の場だけで終わってしまうのでは，本研究の求める「自ら問う力の育成」

は到底期待できない。大事なことはそのような授業を，全教科で意図的･計画的に行っていくことであり，ふ

だんの授業においても，そのような「生徒に『問い』をもたせる授業」を，（指導内容に応じて実践可能な場

面に限るが）意識的に行っているかどうかが重要である。このことを客観的に図る研究の成果というものは残

すことができなかったが，本校職員を対象にしたアンケート結果（下記参照）からは，ふだんの授業において

も生徒に「問い」をもたせるよう意識が高まってきたことが伺える。 

  Ｑ１ ふだんの授業においても「生徒に『問い』をもたせる」ような工夫を考えるようになった。 

  Ｑ２ 生徒に発問する際に，「生徒に『問い』をもたせる」ように意識するようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 このような教師の意識の向上が確かなものであれば，「生徒に『問い』をもたせる授業」が計画的に行われ，

生徒たちは夢中になって，主体的に考え，判断し，表現する機会が増えていくことになる。生徒たちの思考

力・判断力・表現力等の育成のためには，それらの力を実際に発揮する場を授業の中に提供し，生徒に経験を

積ませることが必要であると考える。今後もさらなる実践を積み重ね，「具体事例集」という形として残して

いくこと，そして，それを追実践していくことによって，「自ら問う力」の育成につながると期待している。 

 

≪参考・引用文献≫ 

（１）杉山吉茂（１９７７），「第１章考えることと教育」「２「考える」態度や能力を伸ばす指導」， 

『教育学研究全集 第１３巻 考えることの教育』，第一法規，ＰＰ．４１－５７ 

（２）山梨大学教育人間科学部附属中学校１研究紀要（２００２～２０１２） 

（３）文部科学省（２００８），『中学校学習指導要領』 

（４）文部科学省（２０１０），『学習指導要領保護者向けパンフレット』 

（５）中村享史（１９９３），『自ら問う力を育てる算数授業～新しい学力観と教師の役割～』，明治図書 
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資料１） 平成２５年度 指導助言者・共同研究者・研究協力員一覧 

指導助言者（県教委・センター） 
教 科 

共同研究者（山梨大学） 
司 会 研究協力員 

県教育委員会 指導主事 重田  誠 韮崎東中学校 高左右美穂子

教育ｾﾝﾀｰ 主査・研修主事 田邉 秀樹 附属小学校 前島光一郎

山梨大学 教授 須貝 千里 上条中学校 小林 知子

山梨大学 教授 岩永 正史 甲府第一高等学校 秋山 尚克

国 語 

  

南中学校 
教諭 

加藤 克人 

春日居中学校 嶋田 拓郎

県教育委員会 指導主事 廣瀬  学 南西中学校 三澤 明生

教育ｾﾝﾀｰ 副主幹･研修主事 久保田 勲 西中学校 北原 宏明

山梨大学 教授 服部 一秀 城南中学校 小林 淳真

  身延中学校 雨宮  文

社 会 

  

上条中学校 
教諭 

中田  敦 

双葉中学校 梶原 隆一

県教育委員会 指導主事 清水 宏幸 上野原西中学校 小松  清

教育ｾﾝﾀｰ 主幹・研修主事 島  衛一 南西中学校 島田 基樹

山梨大学 准教授 清野 辰彦 城南中学校 茅野 賢一

山梨大学 准教授 早川  健 須玉中学校 秋山 克也

数 学 

  

白根御勅使 
中学校 
教頭 

石川 哲也 
櫛形中学校 塚田 博紀

県教育委員会 指導主事 丹澤 一浩 三村小学校 中村 宏樹

教育ｾﾝﾀｰ 副主幹･研修主事 武持 貴英 上野原西中学校 田部 由佳

山梨大学 教授 堀  哲夫   
理 科 

山梨大学 教授 松森 靖夫

北東中学校 
教諭 

小﨑由加里 
  

県教育委員会 指導主事 薬袋  貴 北中学校 近藤 京子

教育ｾﾝﾀｰ 主査･研修主事 内田 浩恵 附属小学校 保坂 直行

山梨大学 准教授 大内 邦靖 牧丘第二小学校 竹川 美和
音 楽 

  

御坂西小学校
教頭 

橘田美喜恵 
河口湖南中学校 小林 直子

県教育委員会 指導主事 小田切 武 須玉中学校 鷹野  晃

教育ｾﾝﾀｰ 副主幹･研修主事 佐藤  丈 県立美術館 小坂井 玲

山梨大学 准教授 新野 貴則 県立美術館 森川もなみ

  浅川中学校 渡辺 利徳

美 術 

  

附属特別 
支援学校 

教諭 
潮 絵里子 

附属小学校 佐野 淳一

県教育委員会 指導主事 渡邊 昭男 東中学校 菅谷  信

県教育委員会 指導主事 今野 嘉昭 甲西中学校 矢﨑 恭央

山梨大学 教授 川村 協平 南西中学校 村松 裕太
保 体 

山梨大学 准教授 木島 章文

上条中学校 
教諭 

石川 忠史 
玉穂中学校 片山 敬太

県教育委員会 指導主事 中島 浩三 北西中学校 石田 剛士

教育ｾﾝﾀｰ 主幹・研修主事 鈴木  昇 下吉田中学校 梶原 将司

山梨大学 教授 上里 正男 城南中学校 松本 豊和

山梨大学 教授 佐藤  博 韮崎東中学校 嶋津 英斗

技 術 

  

西中学校 
教諭 

西川  卓 

都留第二中学校 内田瑛一郎

県教育委員会 指導主事 清水 弘美 竜王北中学校 榛原砂穂理

教育ｾﾝﾀｰ 副主幹･研修主事 赤岡 玲子 敷島中学校 石田 周子家 庭 

山梨大学 准教授 志村 結美

玉宮小学校 
教頭 

永田 恵子   

県教育委員会 指導主事 長田 修一 大国小学校 石井  敬

教育ｾﾝﾀｰ 副主幹･研修主事 立川  武 西中学校 今村 淳一

山梨大学 教授 古家 貴雄 富竹中学校 川口 祐子

山梨大学 准教授 田中 武夫 城南中学校 瀬田扶美子

英 語 

  

久那土小学校
教頭 

石原 敬彦 

上条中学校 桑畑 秀子

 

資料２）平成２５年度 中等教育研究会 公開授業具体事例集 ～次ページより～ 

   国語・社会・数学（２本）・理科・音楽・美術・保健体育・技術・家庭・英語（２本） 
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教科 (学年 ) 社会（２年） キーワード… 根拠を問う・関連づける・時代を大観して表現する

単元・分野 明治時代前半の大観（歴史）授業計画 全 13 時間の13時間目 実 施 日 H25.11.30

・説明する力（因果論的なわかり方ができる力）

①なぜ明治時代になって牛乳が普及したのか。
②明治時代前半とはどのような時代だったのか。

１．近世までの日本人
と牛乳の関わりを

資料から読み取る。

２．本時の課題を
提示する。

３．ＫＪ法でグループ
ごとに意見を出し合っ
て、互いの意見を関連
づける。
(1)個人で付箋に書く
(2)小グループで吟味

する
(3)明治時代のキーワ
ードと結びつける

４．明治政府がめざし
ていた国づくりについ
て考える。

５．明治時代前半の
特色を自分の言葉で表
現する。

授業の実際
ポイント１

「牛乳」という生徒にとって身近なものを取り上げ、

これまでに学習してきた知識や生徒の生活体験と

結びつけやすいように資料を提示した。

生徒につけさせたい力

生徒にもたせたい問い

ポイント３

明治時代前半を大観し、急速に進んだ近代化の様子や社会生活の変化を

その要因などと関連づけて、自分なりの言葉で説明する。

・これまでに学習したことを再構築し
ながらまとめる上で、そう考えた理由
を、根拠を持って説明できているか、
発言・発表やワークシートの記述，授
業の様子で見とる。

なぜ日本人は、近世
までは一般的に飲ま
なかった牛乳を、明
治時代に飲むように
なったのか？

ポイント２

・付箋を活用した小グループ活動により、他者と自分の意見を社会的な視

点で関連づけたり、区別したりする。

・明治時代前半の政治的背景や経済的背景などを結びつける。

・付箋に個人の意見を書く時、あるい
は他者と交流している時に行っている
試行錯誤や葛藤を、交流の場面やワー
クシート、発言で見とる
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